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咽
鵜
用
水

・
　
癒
え
敬
慕
の
ご
寮
内

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
！

1
月
2
6
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

l
月
2
6
日
は
第
5
1
回
文
化
財
防
火
デ
ー

で
す
。昭

和
2
4
年
1
月
2
6
日
、
世
界
最
古
の

木
造
建
築
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
で
失
火

が
あ
り
千
三
百
年
の
歴
史
を
持
ち
世
界
の

至
宝
と
い
わ
れ
た
白
鳳
時
代
の
壁
画
の
大

半
が
焼
失
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
に
は

金
閣
寺
が
火
災
に
遭
う
な
ぜ
文
化
財
の
焼

損
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
消
防
庁

と
文
化
庁
で
は
、
文
化
財
を
火
災
や
震
災

そ
の
他
の
災
害
か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、

文
化
財
愛
護
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
3
0
年
に
こ
の
日

を
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
　
と
定
め
、
以
来

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
全
国
的
に
文
化
財

防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
文
化
財
の
ほ
と
ん
ど
が
木
・

紙
の
可
燃
物
で
あ
り
、
そ
の
火
災
原
因
が

放
火
や
周
囲
か
ら
の
飛
び
火
に
よ
る
も
の

が
多
い
と
い
う
特
徴
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

常
に
火
災
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
平
成
1

2
年
5
月
に
寂
光
院

に
お
い
て
、
重
要
文
化
財
の
木
造
地
蔵
菩

薩
立
像
が
焼
損
し
、
平
成
1
4
年
1

2
月
に
は
、

北
海
道
で
埋
蔵
文
化
財
調
査
団
事
務
所
が

全
焼
し
、
世
界
最
古
の
漆
の
副
葬
品
な
ど

が
焼
損
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ
り
、

そ
れ
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
関
係

者
に
よ
る
防
災
設
備
の
整
備
、
訓
練
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力

も
必
要
で
す
。

練
馬
区
内
で
も
、
文
化
財
を
保
管
し
て

い
る
寺
社
の
協
力
の
も
と
、
所
轄
三
消
防
署

や
消
防
団
に
よ
る
防
火
演
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

通
報
か
ら
始
ま
り
、
面
体
マ
ス
ク
、
圧
縮
ボ

ン
ベ
着
用
隊
員
に
よ
る
非
難
誘
導
、
逃
げ
遅

れ
た
人
の
救
助
、
文
化
財
の
搬
出
、
一
斉
放

水
等
、
迫
真
の
演
習
内
容
で
す
。
自
由
に
見

学
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
時
間
と
場
所
に
つ
い
て
は
、
ね
り

ま
区
報
1
月
2
1
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

練
馬
区
教
育
委
員
会
　
文
化
財
係

氷川神社
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田
柄
用
水
は
、
江
戸
時
代
に
玉
川
上
水
か
ら

引
か
れ
た
田
無
用
水
を
西
東
京
市
田
無
町
付
近

で
分
水
し
、
練
馬
区
を
横
断
し
て
板
橋
区
の
桜

川
橋
で
石
神
井
川
に
注
い
で
い
ま
す
。
全
長
約

1

7
k
m
。
田
柄
用
水
は
、
田
無
村
、
上
保
谷
村
、

関
村
、
谷
原
村
、
田
中
村
、
上
・
下
石
神
井
村
、

下
土
支
田
村
、
上
・
下
練
馬
村
の
連
名
で
、
田

畑
開
墾
の
た
め
に
田
無
用
水
か
ら
分
水
す
る
願

書
が
提
出
さ
れ
（
小
島
家
文
書
）
、
明
治
4
年
に

な
っ
て
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
用
水
の
ほ

と
ん
ど
が
暗
渠
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
唯
一
石

神
井
台
八
－
二
一
の
け
や
き
憩
い
の
森
内
に
当

時
の
姿
が
残
さ
れ
、
区
の
登
録
史
跡
に
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
1

5
年
度
に
用
水
調
査
を
区
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
行
い
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
調
査
に
携
わ
っ
た
区
民
講
師
の

案
内
で
、
3
月
1
7
日
に
田
柄
用
水
を
歩
き
ま
す
。

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
、
ね
り
ま
区
報
3
月
1
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
）
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中
村
南
遺
跡
の
発
掘
調
査

旧
石
器
時
代
～
縄
文
時
代
の
集
落
遺
跡
で
あ

る
中
村
南
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
は
文
化
財
保

護
法
に
基
づ
き
、

中
村
南
1
－
2
の

「
（
仮
）
豊
玉
・
中

村
地
域
交
流
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

建
設
に
先
立
ち
、

集石の調査

約
3
千
5
百
2
m
を
9
月
か
ら
1
2
月
に
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
5
千
年
程
前
の
縄
文
時
代

中
期
の
竪
穴
住
居
跡
や
石
蒸
し
調
理
の
跡
と
さ

れ
る
集
石
（
し
ゅ
う
せ
き
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
、

7
千
点
を
超
え
る
土
器
や
石
器
が
出
土
し
ま
し

た
。遺

跡
は
、
神
田
川
水
系
に
あ
た
る
中
新
井
川

（
江
古
田
川
と
も
い
う
）
の
最
も
上
流
に
あ
る
遺

跡
で
、
学
田
公
園
の
低
地
を
東
に
望
む
標
高
約

40
m
の
微
か
に
高
く
な
っ
て
い
る
台
地
上
に

あ
り
ま
す
。
竪
穴
住
居
跡
は
高
台
の
縁
に
沿
っ

て
7
軒
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
居
跡
の
ほ

ぼ
中
央
に
は
炉
が
あ
り
、
そ
こ
に
縄
文
土
器
が

埋
め
て
あ
り
ま
し
た
〔
埋
嚢
（
ま
い
よ
う
）
〕
。
武

蔵
野
台
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る
縄
文
時
代
中
期

中
葉
の
典
型
的
な
竪
穴
住
居
構
造
を
し
て
い
ま

し
た
。特

に
5
号
住
居
跡
か
ら
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
形

の
縄
文
土
器
が
数
点
出
土
し
ま
し
た
。
住
居
跡

は
平
面
が
円
形
で
直
径
約
5
m
、
4
本
の
柱
穴

が
あ
り
、
中
央
に
炉
と
埋
聾
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
住
居
の
壁
際
近
く
で
5
点
の
土
器
が
床
面

に
置
か
れ
、
ま
た
は
外
側
か
ら
転
が
り
落
ち
た

よ
う
な
状
況
で
出
土
し
ま
し
た
。
中
期
の
勝
坂

式
　
（
か
つ
さ
か
し
き
）
土
器
と
呼
ば
れ
る
特
徴

を
も
つ
文
様
の
土
器
で
す
。
円
筒
形
、
深
鉢
形
、

浅
鉢
形
が
出
土
し
、
浅
鉢
形
土
器
の
一
つ
に
は

4
箇
所
の
透
か
し
孔
が
あ
る
台
が
つ
い
た
珍
し

い
形
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
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…
国
登
録
文
化
財

青
柳
家
住
宅
主
屋

【北から発掘現場を望む】

手前、中央付近の丸い穴が竪穴住居跡、

小さい穴は集石跡

深鉢形土器　　　　台付浅鉢形土器
㌔
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羽
沢
一
丁
目
に
建
つ
、
「
青
柳
家
住
宅
主
屋
」

が
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
国
の
文
化

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
1
1
月
2
9
日
に
国
の

文
化
財
建
造
物
と
し
て
告
示
さ
れ
、
国
の
登
録

文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
文
化
財
登
録
制
度
は
、
文
化
財
保
護
法

に
基
づ
き
、
従
来
の
指
定
文
化
財
よ
り
も
緩
い

規
制
で
、
文
化
財
を
活
用
し
な
が
ら
保
存
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

青
柳
家
住
宅
も
現
に
住
ま
い
と
し
て
使
用
し

て
お
り
、
所
有
者
が
長
く
保
存
し
て
い
き
た
い

と
い
う
意
思
に
基
づ
い
て
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

「
青
柳
家
住
宅
主
屋
」
は
昭
和
3
年
（
1
9
2

8
）
に
建
築
さ
れ
た
木
造
平
屋
建
て
、
ス
ペ
イ
ン

瓦
葺
き
の
建
物
で
す
。
江
古
田
駅
の
本
格
営
業

（
大
正
1

2
年
）
に
よ
り
、
学
校
の
移
転
や
郊
外

住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
地
域
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
初
期

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
昭
和
初
期
の
郊
外
住
宅
と
し
て
の
特

徴
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
内
部
は
道
路
に
北

面
す
る
中
央
に
玄
関
、
東
側
に
洋
風
な
応
接
間
、

玄
関
と
引
き
違
い
戸
で
仕
切
る
3
畳
間
、
そ
の

奥
に
6
星
間
が
あ
り
、
そ
の
部
屋
を
中
心
に
8

畳
座
敷
や
台
所
を
配
し
た
簡
明
な
平
面
で
す
。

正
面
外
観
は
低
い
屋
根
の
破
風
を
二
枚
に
し
て

全
体
を
軽
く
見
せ
、
壁
面
の
意
匠
と
合
わ
せ
て
、応接間飾り棚

水
平
線
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

玄
関
周
り
は
小
さ
な
ガ
ラ
ス
を
細
い
桟
に
は
め
、

四
角
と
Ⅴ
字
形
の
意
匠
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
を
設

計
し
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
エ
フ
イ
ト
の
建
築

意
匠
を
取
り
入
れ
た
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
土
し
た
土
器
な
ど
の
記
録
は
報
告
書
と
し
て

刊
行
す
る
予
定
で
す
。

開
発
の
私

鉄
沿
線
の

住
宅
　
で

「
国
土

の
歴
史
的

景
観
に
寄

与
す
る
も

の
」
　
と
し

て
、
登
録

価
値
が
認

玄関周りの意匠

現
在
も
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
個
人
の

住
宅
で
す
の
で
、
内
部
の
見
学
は
で
き
ま

せ
ん
。
道
路
か
ら
の
見
学
と
な
り
ま
す
。
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郷
土
資
料
室
　
特
別
展

鉄
進
の
開
通
と
搾
線
の
風
景

旦
風
車
フ
シ
テ
ィ
ア
が
金
島
・
埋
骨
し
た

「
わ
が
き
ち
風
卑
見
　
ね
り
ま
の
、
又
化
射
め
ぐ
り
」

本
年
4
月
で
練
馬
に
武
蔵
野
鉄
道
（
現
西
武

池
袋
線
）
が
開
通
し
て
9
0
年
に
な
り
ま
す
。
大

正
4
年
　
（
1
9
1
5
）
　
4
月
に
開
通
し
た
武
蔵

野
鉄
道
は
、
当
時
農
村
で
あ
っ
た
沿
線
の
風
景

を
大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

鉄
道
の
開
通
に
よ
り
沿
線
の
宅
地
化
が
進
み

ま
し
た
。
特
に
大
泉
学
園
の
宅
地
開
発
は
、
予

定
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
駆

け
的
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

沿
線
に
設
立
さ
れ
た
豊
島
園
や
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
た
石
神
井
公
園
に
は
、
鉄
道
を
利
用
し

て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
会
で
は
、
鉄
道
の
開
通
が
練
馬

区
域
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

○
会
場
練
馬
区
郷
土
資
料
室

石
神
井
台
1
・
1

6
・
3
1

胤
0
3
・
3
9
9
6
・
0
5
6
3

0
日
時
3
月
1

2
日
（
土
）
～
5
月
1
0
日
（
火
）

※
月
曜
日
、
3
月
2

5
日
（
金
）
、
4
月
2
2
日

（
金
）
、
5
月
4
日
（
水
）
は
休
室
。

○
開
重
時
間
午
前
9
時
～
午
後
5
時

○
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

①
3
月
2
0
日
（
祝
・
目
）
午
前
日
時

②
5
月
1
日
（
日
）
午
後
2
時

※
各
回
約
3
0
分
、
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

○
講
演
会
老
川
慶
喜
氏
（
立
教
大
学
教
授
・

鉄
道
史
学
会
会
長
）

（
※
詳
し
く
は
、
ね
り
ま
区
報
3
月
1
1
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

石神井絵はがき

昭和10年（1935）頃

大泉学園都市住宅設計図

大正14年（1925）

前
号
で
紹
介
し
た
3
8
名
の
区
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
「
わ
が
ま
ち
再
発
見
ね
り
ま
の

文
化
財
め
ぐ
り
」
が
昨
年
の
1

1
月
4
・
1
1

1
8
・
2
5
日
の
4
日
間
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、

延
べ
M
名
の
参
加
者
が
文
化
財
め
ぐ
り
を
満

・
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
「
わ
が
ま
ち
再
発
見
ね
り
ま
の
文
化

財
め
ぐ
り
」
は
、
史
跡
散
歩
の
企
画
、
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
る
文
化
財
講
座
『
史
跡
散
歩
を
楽
し
も
う
』

の
ま
と
め
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

昨
年
6
月
1

0
日
に
始
ま
っ
た
こ
の
講
座
は
、

区
内
を
四
地
域
に
分
割
し
て
各
地
域
単
位
に
班

を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
以
降
、
史

跡
散
歩
の
体
験
学
習
や
コ
ー
ス
作
り
の
方
法
・

資
料
の
作
成
方
法
等
を
学
び
な
が
ら
、
コ
ー
ス

設
定
・
各
文
化
財
の
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

コ
ー
ス
設
定
に
際
し
て
は
、
①
3
時
間
以
内

②
集
合
・
解
散
地
点
が
交
通
利
便
③
参
加
者
の

安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と
等
の
課
題
が
与
え

ら
れ
、

・
あ
れ
も
こ
れ
も
ま
わ
り
た
い

：
ご
」
で
は
こ
の
説
明
も
し
た
い
け
ど

：
し
の
道
は
思
い
の
ほ
か
危
険
だ
ね

等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
班
の
中
で
積
み
重

ね
、
何
度
も
実
踏
を
繰
り
返
し
て
よ
う
や
く
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
に
配
布
す
る
資
料
の

作
成
も
同
様
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を

悩
ま
し
た
よ
う
で
す
。
な
ん
と
言
っ
て
も
最
大

の
緊
張
は
散
歩
当
日
。
人
前
で
解
説
す
る
の
が

始
め
て
だ
と
い
う
方
も
お
り
、
朝
か
ら
緊
張
が

見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
各
班
と
も
に
大
成
功
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
『
と
っ
て
も
良
か
っ
た
』
『
私
も
次
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
い
』
等
々
の
感

想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
今
年
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

今
号
か
ら
各
班
で
作
成
し
た
コ
ー
ス
を
順
次

紹
介
し
ま
す
の
で
、
是
非
歩
い
て
み
て
く
だ
さ

＼
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区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
・
運
営
し
た
史
跡
散
歩
①

「
石
神
井
の
自
然
と
周
辺
史
跡
探
訪
」
を
歩
く

今
回
の
コ
ー
ス
の
距
離
は
約
4
叫
時
間
に

し
て
約
3
時
間
で
す
。
ま
ず
、
石
神
井
公
園
駅

南
口
を
出
て
、
バ
ス
停
沿
い
に
歩
く
と
大
き
な

イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。
そ
の
傍

に
「
石
神
井
火
車
姑
之
碑
」
（
地
図
①
）
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
碑
は
、
西
武
鉄
道
前
身
の
武
蔵
野
鉄

道
が
開
通
し
、
駅
が
出
来
た
お
祝
い
に
地
元
の

人
々
が
建
立
し
た
記
念
碑
で
す
。
こ
の
碑
か
ら

南
に
4
50
m
ほ
ど
行
く
と
「
稲
荷
神
社
」
（
地
図

②
）
が
あ
り
ま
す
。
別
名
［
伝
五
郎
稲
荷
」
と
も

「
和
田
稲
荷
」
と
も
い
わ
れ
、
こ
の
地
区
の
鎮

守
で
、
区
内
最
大
級
の
シ
ラ
カ
シ
が
あ
り
ま
す
。

「
稲
荷
神
社
」
の
正
面
の
坂
を
下
る
と
、
石

神
井
公
園
に
到
着
し
ま
す
。
「
石
神
井
池
（
ボ
ー

ト
池
）
」
（
地
図
③
）
は
人
工
池
で
、
昭
和
9
年
8

月
、
観
光
の
た
め
開
発
さ
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
石
神
井
池
」
の
南
側
に
あ
る
「
記
念
庭
園
」

（
地
図
④
）
は
、
大
正
5
年
に
出
来
た
「
第
二
豊
田

園
」
の
跡
で
す
。
当
時
園
内
に
は
池
や
東
屋
が
あ

り
、
ツ
ツ
ジ
・
モ
ミ
ジ
・
ア
ヤ
メ
な
ど
が
植
え

ら
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。
現
在
も
「
ね

り
ま
の
名
木
百
選
」
の
コ
ブ
シ
や
タ
ブ
ノ
キ
（
地

図
⑤
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
記
念
庭
園
」
を
出
て
「
石
神
井
池
」
に
沿

っ
て
南
側
を
4
0
0
m
ほ
ど
歩
く
と
、
「
区
立
池
淵

史
跡
公
園
」
（
地
図
⑥
）
で
す
。
三
宝
寺
池
と
石

神
井
川
に
は
さ
ま
れ
た
台
地
上
に
ひ
ろ
が
る
池

淵
遺
跡
（
旧
石
器
時
代
と
縄
文
時
代
が
中
心
）
の

一
部
を
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

コウホネの花（三宝寺池）

「
三
宝
寺
池
」
（
地
図
⑦
）
は
井
草
通
り
（
バ
ス

通
り
）
を
挟
ん
だ
す
ぐ
西
側
。
『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
』
な
ど
に
も
登
場
す
る
古
く
か
ら
の
湧
水

池
で
す
。
中
の
島
の
周
囲
の
植
物
は
、
昭
和
1

0

年
に
「
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落
」
と
し
て
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
ミ
ツ
カ
シ
ワ
・
シ

ヤ
ク
ジ
イ
タ
ヌ
キ
モ
な
ど
が
保
存
の
対
象
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
辺
地
域
の
急
激
な
都

市
化
に
伴
い
、
現
在
で
は
井
戸
を
撮
り
地
下
水

を
汲
み
上
げ
て
、
湧
水
量
の
不
足
を
補
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
水
辺
観
察
園
」
は
湿
性
植
物
を

守
り
再
現
す
る
た
め
平
成
元
年
に
作
ら
れ
た
も

の
で
す
。
こ
こ
に
は
、
か
つ
て
1
0
0
m
プ
ー
ル
が

あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
も
練
習
し
た
所

で
す
。
戦
後
は
釣
堀
と
し
て
存
在
し
、
ご
記
憶

の
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

「
水
辺
観
察
園
」
の
前
の
木
道
を
歩
き
な
が
ら

池
の
周
り
を
歩
き
、
北
の
急
斜
面
を
登
る
と
、

う
つ
そ
う
と
し
た
木
々
の
な
か
に
「
殿
塚
」
と

「
姫
塚
」
（
地
図
⑧
）
が
あ
り
ま
す
。
豊
島
泰
経
。

照
姫
の
塚
伝
説
や
三
宝
寺
池
に
沈
ん
だ
金
の
鞍

伝
説
が
あ
り
ま
す
。

再
び
池
沿
い
の
木
道
を
池
の
南
側
に
進
む
と

「
厳
島
神
社
」
（
地
図
⑨
）
が
あ
り
、
向
か
い
側

に
は
「
穴
弁
天
社
」
と
呼
ば
れ
る
洞
穴
の
両
が

あ
り
ま
す
。

「
厳
島
神
社
」
を
過
ぎ
て
、
池
の
南
側
斜
面
を

登
る
と
「
石
神
井
城
跡
」
（
地
図
⑩
）
の
空
堀
と

主
郭
跡
に
着
き
ま
す
。
林
の
中
、
現
在
も
土
塁

と
堀
が
良
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
神
井
城
は
、

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
東
京
の
北

東
部
に
勢
力
を
持
っ
た
豊
島
氏
の
城
で
、
文
明

9
年
（
一
四
七
七
）
に
太
田
道
港
に
よ
っ
て
攻
め

落
と
さ
れ
た
城
で
す
。

石
神
井
城
跡
の
東
側
に
「
氷
川
神
社
」
　
（
地

図
⑪
）
が
あ
り
ま
す
。
石
神
井
郷
の
総
鎮
守
で

あ
り
、
境
内
に
は
「
豊
島
氏
奉
納
の
石
灯
籠
（
区

指
定
文
化
財
）
」
や
「
水
盤
（
区
登
録
文
化
財
）
」

が
あ
り
ま
す
。

「
氷
川
神
社
」
　
の
参
道
を
出
て
、
旧
早
稲
田

通
り
を
西
に
3
0
0
m
ほ
ど
進
む
と
「
三
宝
寺
」
（
地

図
⑫
）
に
着
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
延
宝
3
年
（
一

六
七
五
）
作
「
梵
鐘
（
区
指
定
文
化
財
）
」
や
徳
川

家
光
が
狩
猟
の
際
立
ち
寄
っ
た
こ
と
か
ら
「
御

成
門
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
「
山
門
（
区
登
録
文
化

財
）
」
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
宝
寺
の
隣
に
「
道
場
寺
」
（
地
図
⑭
）
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
　
「
道
場
寺
」
　
の
角
に
「
道
し
る

べ
地
蔵
」
（
地
図
⑬
）
が
立
っ
て
い
ま
す
。

「
道
場
寺
」
と
「
三
宝
寺
」
　
の
間
の
小
道
を

行
く
と
「
栗
原
家
長
屋
門
」
（
地
図
⑮
）
に
突
き

当
た
り
ま
す
。
旧
家
で
あ
る
栗
原
家
の
長
屋
門

は
明
治
初
期
の
建
築
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
栗
原
家
長
屋
門
」
か
ら
井
草
通
り
に
出
て

南
へ
坂
を
下
る
と
石
神
井
図
書
館
が
あ
り
、
そ

の
地
階
が
　
「
郷
土
資
料
室
」
（
地
図
⑯
）
、
こ
の

コ
ー
ス
の
終
着
点
で
す
。

四
季
折
々
に
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
。
気
軽

に
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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